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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
円
と
人
民
元
と
の
銀
行
間
で
直
接
交
換
す
る
取
引
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

東
京
外
国
為
替
市
場
に
お
い
て
、
円
と
人
民
元
を
他
の
通
貨
を
介
さ
ず
に
直
接
に
交
換
す
る
取
引
（
以
下
「
円
と
人
民
元

の
直
接
交
換
取
引
」
と
い
う
。
）
が
金
融
機
関
等
に
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
日
中
間
の
拡
大
す
る

経
済
及
び
金
融
関
係
を
支
え
る
た
め
、
日
中
間
の
金
融
取
引
を
促
進
し
、
東
京
市
場
を
発
展
さ
せ
る
と
の
観
点
か
ら
、
大
変

意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
こ
れ
を
歓
迎
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

我
が
国
の
金
融
機
関
に
よ
れ
ば
、
東
京
外
国
為
替
市
場
に
お
い
て
は
、
本
年
六
月
一
日
に
は
、
一
人
民
元
当
た
り
十
二
円

三
十
・
〇
銭
か
ら
十
二
円
三
十
四
・
〇
銭
で
取
引
さ
れ
、
同
月
四
日
に
は
、
一
人
民
元
当
た
り
十
二
円
二
十
六
・
八
銭
か
ら

十
二
円
二
十
七
・
八
銭
で
取
引
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
日
中
両
国
の
金
融
市
場
の
発
展
に
向
け
た
相
互
協
力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
、
中
国
当
局

と
の
対
話
や
協
力
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

一



四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
中
国
と
の
間
で
経
済
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
互
恵
協
力
を
深
め
、
共
通
利
益
を
拡
大
し
て
い
く
と
の

観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
日
中
間
の
貿
易
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
金
融
機
関
の
経
営
判
断
に
係
る
事
項
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
円
と
人
民
元

の
直
接
交
換
取
引
等
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
金
融
機
関
の
利
用
者
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

二


